








































































































































































と、八坂神社（祇園社）の祭神である牛頭天王� � � � � �という疫神が倒す巨旦� � �大王����という
のがでてくるわけですが、どうやらそれと対応していることがわかります。
［資料2］
金神七殺ノ方（以下略）
右、コノ方ハ無数ノ悪神ノ中ニ最モ最大一トナス。巨旦大鬼王ガ精魂、七魄
遊行シテ南閻浮提ノ衆生ヲ殺戮スルナリ。モシ人、推シテコノ方ニ向ハバ、
則チ家内ニ七人死ス。若シ家内ニソノ数無キハ、則チ隣家ノ人ヲ以テコレヲ
加フカ。コレヲ風災ト名ヅク。金ハ肺ヲ収メ七魄ヲ具ス。万物ヲ断破ス。故
ニ最モ凶トスベキナリ。　　　　　　　　　　　　　　（『簠簋内伝』巻一）
以上のように巨旦大王が『簠簋内伝』の中では、牛頭天王に倒された巨旦大王
が金神のことであるというふうに説明が出てきます。ですから、その巨旦大王を
倒す牛頭天王がすなわち、八坂神社の八王子宮の神であるとなるわけです。面白
いのは、八坂神社という名称は近代以降のもので、中世・近世では祇園社�����なので
す。ここでこの八坂神社という名が出てくるのは、計佐清さんが伝えているこの
「金神の祭文」が、どうやら近代の神仏分離以降の八坂神社という名称に変わっ
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てからのことだということがわかるのです。
さらにもうひとつ、これも不思議なのは、この［Ｂ］の部分に関わって、八坂
神社のこの八王子宮が出雲の杵築大明神����������であるとでてくるところです。これはこ
の牛頭天王すなわちスサノヲであるとされているこの神様が、なぜ今度は出雲の
杵築大明神なのか。これを中世の神話の中で見ていきますと、中世神話の世界で
はこの出雲の杵築大明神というのがスサノヲのことなんですね。出雲大社の神様
はオホクニヌシですけれども、この中世神話においてはスサノヲであるというの
がわかります（詳しくは拙著『荒ぶるスサノヲ、七変化』吉川弘文館、2012を参照）。
ですから、この部分ではこの八坂神社の八王子が出雲の杵築大明神であるという
ことが、その中世の出雲信仰の世界とつながってくるということがわかります。
とても複雑な話になりましたが、この「金神の祭文」を見ていきますと、中世、
近世、さらに近代の歴史の中でいざなぎ流の祭文がどのように変貌してきたのか、
そういうことがわかるのです。
さらに、この「金神の祭文」の［Ｃ］の部分、これが「りかん」です。
［Ｃ］
（コレカラサキハ病人祈り） 何の年玉（の）病者に　しのびきたる　悪魔
の者　立ちのき申さず　此の祭文読みやかんじよう（勧請）　申しまいらす
る　八坂神社八王子宮　九十七社のきんたちを　奉レ行 八億九万七千五百
の悪神金神七節　さよだに　たいぢん　めされ給ふ 此の御神ぞ　何ノ年玉
の病者にしのびきたる　悪魔わ　したがい申さば　いともやすき事にて候
たんてき　したがい給へと行申す金神七節の祟りがある供　身はだを許いて
元の定めた　方角丑寅き門が方へ　たいめん　つうんしん　御元え鎮り給へ
（中略）　日月月日の将軍様　かしま（鹿島）の神 おわらんぎら（限ら）
つうんしんに鎮り給へとおそれみおそれみ　申しまいらする　〆
計佐清さんがおそらく病人祈禱で使ったときの「りかん」を文字にしておいた
ものと思われます。その［Ｃ］の部分の発想について、中世末期の土御門家が伝
えてきた次の祭文の中に、やはり金神の忌みに対する部分を見ることができます。
維日本国天文九年歳次庚子二月七日庚午
吉日良辰　〔主人〕
斎誡沐浴謹遣有司奉設礼奠／謹請東方青帝土公神／謹請南方赤帝土公神／謹
請西方白帝土公神／謹請北方黒帝土公神／謹請中央黄帝土公神／謹請五土将
軍。五土諸神。土姥土家子孫土府
官属〔某〕謹以吉日斎潔奉設清壇。百和名香。五綵銭絹。黍稷。淳醴葅脯。
菓羞豊潔。
028 ──和光大学総合文化研究所年報『東西南北2013』
至誠奉請惟垂降臨所献尚饗　〔再拝〕
謹テ五方土公五土将軍五土諸神ニ啓ス。　〔主人〕領掌此
（欠字）営作。而間或工近喧嘩。斤斧動作。構垣
（欠字）濁犯霊地。或ハ大歳大将軍遊行之方ヲ犯ス。
（欠字）歳月日時神教之地。或ハ禍害絶命墓絶ヲ犯ス
（欠字）若ハ八卦九宮禁忌ヲ犯ス。行年本命祭ヲ犯ス。
（欠字）又五星之月ニ当リテ、五星之方ヲ犯ス。又禁忌之日ニ当リテ、禁忌
之方ヲ犯ス。或ハ歳破ノ所在ヲ犯ス。或ハ歳刑厭呑ノ所在ヲ犯ス。若ハ渠海
壁落之土ヲ犯ス。若ハ井竃干湿之地ヲ犯ス。又ハ土府伏龍地脈水息之官ヲ犯
ス。又ハ大小道路諸神遊行之処ヲ犯ス。或ハ金神七殺之方ヲ犯ス。或ハ九星
凶色之方ヲ犯ス。斯如キ過失、勝計スベカラズ。シカノミナラズ日ヲ擇ビ時
ヲ選ブ之刻、皆次日之禁殺ヲ知ラズ。誠ニ明師ノ教喩ニ預ルト雖モ、猶ヲ鬼
怒ノ身ヲ犯スヲ恐レ、抑モ過謝祈ル。是レ善ニ帰スノ道ナリ。鬼ヲ敬シ神ヲ
礼ス。又悪を攘フノ法ナリ。伏以、寿福ノ至リ、祈ト祈ラザルトナリ。災禍、
コレヲ去ル･･････
（土御門『祭文部類』「土公之祭文」天正九年（1581）、『陰陽道基礎史料集成』（村
山修一著、東京美術、1987）所収）
これも病人祈禱で読まれたことが推定できる部分があります。近世の土御門家、
つまり官人陰陽師の中では「金神」信仰のもとになっている『簠簋内伝』は、自
家とは関係がない書物であると否定しているのですが、それがこのようにとりこ
まれている土御門家の祭文もあるわけです。
今後のいざなぎ流の課題は、いざなぎ流の太夫や、祭文や儀礼が、中世・近世
の歴史の中でどのように位置付けられ、それがこの高知の物部で、どのように変
容してきているのか。そういうことを明らかにすることが重要です。
［さいとう  ひでき］
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